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塩水灌概下の発根量からみた水稲品種の被害
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　作物の塩水被害発現の機構は未だ明かでない。筆者ら

は水稲，麦類を通じて塩水濃度，生育相などから種々の

考察を行い，根圏に集積された多量の塩分は作物の水分

代謝を支配して乾燥環境下の生態を強制するであろう

が，同時にNa，C1イオンが内的代謝系の一部に直接的

に行動して障害要因となりうるであろうことを示唆して

きた．このことはBemstem（1）ら，Hayward（・）ら，

RePP（7）ら，また他の多くの研究者においても推察され

てきた．本報では特にC1イオンの含有量を申心とし，

被害様相を異ならしめる材料として品種を用い，発根量

一被害一C1量の関連を追跡した．

　発根に及ぼす塩分の影響として岩城（3）は水稲冠部は一

度塩水処理をうけて地上部を失っても淡水に移床すると

発根をみることを報じ，地下部は地上部に比して障害の

小さいことを推察している．しかして塩水灌概下の発根

障害は発根に要する水分不足，また吸収した塩分の害作

用によると推察している．

　　　　　　　　材料および方法

　水稲27品種（藤坂5号，　トワダ，ササシグレ，越路早

生，越栄，農林1号，全／ア号，全／8号，全22号，全25号

全29号，全37号，全44号，金南風，ホウネンワセ，シロ

ガネ，チクマ，シモツキ，愛知旭，アケボノ，豊干本，

朝日，ベニセンゴク，大分三井／20号，神愛，宝，瑞豊）

を用い，慣行にしたがって育成した40日苗から可及的斉

一の個体夫々50株を選び，既存の根部をハサミにて冠部

に密着勢除し，ガラス室内の砂床に挿挟した．塩水処理は

挿挟と同時に行った．用いた培養液は既報（・）に準じ，塩水

は培養液にNaC1を添加して0．3％とした．この濃度は

既報に示したように申程度の被害を与えるものである．

発根量の調査は処理后4週間后に行い，重量をもって示

し，害徴量，C1量については上位4葉について行った．

C1の定量はClarK　et　a1の変法にしたがい，同一被害

を与えるに要した葉身のC1量は別途0．8％NaC1灌概

の個体から処理后7週間目に葉位，害徴を定めて採取，

分析に供した．また根部の分化，伸長に対しては発芽直

前まで吸水せしめた種子に0．3％NaC1液を与えて，／

週間后の冠根数，種子根長を求め考察の資料とした．

　　　　　　　　結果およぴ考察

　発根試験にともなう諸形質相互の相関は次表に示し

た．これらの諸形質相互の因果性についてはいづれもず
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いはんされる形質であるので，被害の程度とC1量の変

異を基準として夫々の関連を分解考察することにした．

　用いた個体群はC1を含有することが被害の誘因となる

ことの前提においては　（1）C1を多量含有しても被害の小

なるもの，（2）C1を多量含有して被害を大ならしめるも

の，（3）Clを少量含有したこ一とによっても被害を大ならし

めたものなどの形質を備えた異なる個体の群となる．し

かしてこれらの反応に対して（a）発根障害が一次的に作

用している場合，（b）発根障害とは無関係の場合，（c）地

上部の生活反応に依存している場合など種々の要因が組

合ってC1の行動を特異にしてくる．そこでこれらの影響

を固定した独立的な相関をも含めて考察した．さらに同

一被害に達するために要するC1量との関連も重要な要

素となっていると思われるが，この要素は被害のあらわ

れ方，被害のうけ方，すなわち前者では生態要因の相違

などによって被害の進む速度が異ってくるような場合，

後者では塩水処理濃度が異っているような場合では常に

一定でないようである（4）（6）ので直接には考察し難い．

　　（i）総C且量

　総C1量は被害増加量と最も高い相関をもっているが，

この間に発根量および草丈伸長量が相当大きな要素とな

っていることがわかった。勿論草丈伸長量と発根量とは

極めて高い相関を示しているが，発根量と被望量との相

関の方が草丈伸長量と被害の相関よりも大きく，また発

根量を等しくすると草丈伸長量とは殆んど無関係となっ

てしまうのに対し，草丈伸長量を等しくしても発根量と

被害量との相関はなわ高いことからみて，草丈伸長量の

結果はまづ発根量に支配されているとみてよい．また発

根量を一定にした場合の草丈伸長量とC1量の相関は草丈

伸長量を一定にした発根量とCj量との相関に比して小さ

く，発根量の大なるものはC1の相対的含有量を減じ，被

害を軽減するのに役立つと考えることができた。また草

丈伸長量が一定であるならばその増大によってC1の含有

量がますことも明かにされたが，被害は相対的含有量の

減ずることによって逆に抑えられるとみられる．このこ

とは前述した発根量を一定にしたときの被害は草丈の増

加とは無関係であることにおよんでいる。

　　（ii）葉身上の同一被害を与えるに要したC皿量

　一葉身上にあらわれる被害の様相は既報に示した。こ

のうち軽度の被害（被害指数：％），半ば進行した場合

（被害指数：ラゑ）また被害指数劣から％に達するために

要したC1量，さらにこの値に対して絶対量を考慮した場

合などと総被害量との相関を夫々求めたが，いづれも低

かった．この場合発根の影響を除去しても相関値は高ま

ることなく，逆に総被害量に対しては発根量の支配価が

著しく高いことがわかった．このことは前述したように

同一被害を得るに要するC1量が他の要因によって著しく

変動されること（6）また外観被害の時差にもよるもので，

常に一定でないことが原因であろう。勿論このC1量に対

する反応は前述した（2），（3）の場合における，いわゆる本

質的の相違に対しては極めて有思なものとなるべきであ

ろうが本論の範囲内では考察し難い。

　冠根数，根の伸長については処理による平均減少量に

ついて有意性を検討し前者は59±／4％，後者は362±

1．3％を得た．すなわち岩城（・）の示したように根数は伸

長量に対して影響の少いことがわかった．すなわち塩水

の発根に対する影響は主として肥大，伸長の面に示され

るようである。

　これらの関係を綜括するとこ㌧では体内にC1を多量に

含有することは塩水被害の発現に際して大きな役割を果

すであろうと云うことができる。しかしてこれを支配す

るものは塩水申の根の伸長，肥大の差異であって，この

形質を備えることは被害の軽減に役立つとも云えよう．
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S岨㎜㎜ary

　　The　sa1t　to1erance　of　crops　has　received　consid－erab］e　attention　in　recent　years　and．so　it　was

deemed　adv］sab1e1n　und．erstand．mg　nature　of　sa1me1n］ury　to　mvestユgate　on　r1ce　yanet1es　v1ewed．

from　root　d，eve1opment　under　sa1me　cond－1t】ons　The　p1ants　of　wh1ch　roots　were　sheared．c1ose1y

on　the　crown　part　were　set　on　sa11n1zed－m．ed．1um1rr1gated．w1th　sa1me　so1ut1on　contam1ng　O．3％

NaC1　and　were　harvested　after　the1apse　of4weeks　and－1mmed1at1y　the　roots　new1y

（1eve1oped．were　weighed．

　　Degree　of　saヱ1ne　1n］ury，root　d．eve1opment，9rowth　m　pIant　he1ght　and．chlor1d－e　contents

were　c1ose1y　connected　w1th　one　another　and．m　regard．to　the　1nd，1v1d－ua11zed，relat1on，wh1ch

excepted　the　mterferance　of　other　e1ements，1t　was　found　that　the　ch1oride　contents　in　a

given　1eaf　were　highest　corre1ated－with　sa1ine　1n］ury　and　that　the　root　d－eve1opment　was

distinguished　as　a　second　p1ayer．Though　the　corre1ation　between　growth　in　plant　height

and　sa1ine　injury　was　higher，　with　exception　or　f1xat1on　of　var1at1on　ovserved－1n　root

deve1opment　there　was　no　connect1on　between　the　two　and　a1so　the1nverse　re1at1on　between

ch1or1de　contents　and　p1ant　growth　was　ca1cu1ated　from　observed．d．ata　A㏄ord1ng1y，as

compared　wユth　other　e1ements，1t　was　suggested．that　the　excess1ve　ch〕or1de　accumu1at1on

apPeared　to　be　s1gn工f1cant　factor　for　the　d，eve1opment　of　sa1me1n］ury　The　correIat1ons　between

ch1or1（1e　contents　requ1red　for　the　same　degree　of　sym．Pto＝n　on　a　1eaf　and　the　other　e1ememts

were　not　s1gn1fユcant，but　the　deta11s　of　th1s　factor　connected　w1th　sa11ne　m〕ury　st111remam

obscure，　wbi1e　it　is　consid．ered　that　the　clh1orid－e　contents　for　same　injurious　degree　are

more1mportant　factors　for　the11ght　of　sa1me1n］ury　mechamsm
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